生存の意味と表現 : 詩画集『鳥のように シベリア 記憶の大地』宮崎進(二〇〇七)を資料として by 河原  修一 & Shuichi Kawahara
一
、
現
象
あ
ら
ゆ
る
も
の
ご
と
(
森
羅
万
象)
を
様
々
な
現
象
(
自
然
現
象
、
生
命
現
象
、
生
理
現
象
、
心
理
現
象
、
社
会
現
象
、
言
語
現
象
な
ど)
と
し
て
捉
え
る
。
和
語
と
し
て
の
｢
も
の｣
は
現
象
を
空
間
的
に
捉
え
、｢
こ
と｣
は
時
間
的
に
捉
え
る
。｢
花｣
は
｢
も
の｣
、｢
咲
く｣
は
｢
こ
と｣
で
あ
る
。
｢
も
の
(
物
、
者
、
鬼)｣
に
は
、
感
覚
的
に
知
覚
で
き
る
も
の
と
知
覚
で
き
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
は
主
体
(
者)
と
も
な
り
、
客
体
(
物)
と
も
な
る
。｢
見
る
も
の｣
は
、
脈
絡
に
よ
っ
て
、
主
体
(
見
る
者)
を
も
対
象
(
見
る
物)
を
も
表
す
。
後
者
は
異
類
と
も
呼
ば
れ
る
霊
的
存
在
(｢
ば
け
も
の｣
｢
も
の
の
け｣
｢
も
の
さ
び
し
い｣
の
｢
も
の｣)
で
あ
る
。
｢
も
の｣
｢
こ
と｣
の
性
状
(
性
質
・
状
態)
は
、｢
さ
ま｣
で
あ
る
。｢
さ
ま｣
は
現
象
を
空
間
的
ま
た
は
時
間
的
に
捉
え
る
。｢
赤
い｣
｢
ゆ
っ
く
り｣
は
｢
さ
ま｣
で
あ
る
。日
本
語
表
現
で
は
、｢
も
の｣
は
体
言
(
名
詞)
、｢
こ
と｣
は
用
言
(
動
詞)
、｢
さ
ま｣
は
用
言
(
形
容
詞)
ま
た
は
副
用
語
(
副
詞)
と
い
う
機
能
(
は
た
ら
き)
を
示
す
。｢
も
の｣
｢
こ
と｣
｢
さ
ま｣
を
｢
も
の
ご
と｣
と
総
称
す
る
。
｢
も
の
ご
と｣
の
そ
れ
ぞ
れ
の
相
互
関
係
は
、
助
辞
(
助
詞
・
助
動
詞)
(
｢
花
を
見
た
よ
。｣
の
｢
を｣
｢
た｣
｢
よ｣
、｢
男
と
女
が
ゆ
っ
く
り
歩
く
。｣
の
｢
と｣
｢
が｣)
で
示
さ
れ
る
。
こ
の
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
刻
々
と
変
化
す
る
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
変
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
異
な
る
。
人
間
の
感
覚
で
変
化
が
捉
え
き
れ
な
い
も
の
は
｢
も
の｣
、
変
化
が
捉
え
ら
れ
る
も
の
は
｢
こ
と｣
で
あ
る
。
人
間
生
活
で
は
、
そ
の
も
の
が
変
化
し
な
い
と
知
覚
す
る
こ
と
を
｢
も
の
が
あ
る
(
存
在
す
る)｣
と
表
現
す
る
。
実
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
｢
こ
と｣
で
あ
り
、
存
在
も
現
象
で
あ
る
(
認
識
の
あ
り
方
で
あ
る)
。
日
本
語
で
は
、｢
風｣
｢
雨｣
｢
雲｣
は
｢
こ
と｣
｢
さ
ま｣
で
は
な
く
｢
も
の｣
と
し
て
表
現
す
る
。
｢
風｣
は
大
気
(
空
気)
の
動
き
(｢
こ
と｣)
で
あ
る
が
、｢
風
が
吹
く｣
の
よ
う
に
、｢
風｣
を
｢
も
の｣
と
し
て
扱
い
、
体
言
(
名
詞)
の
機
能
を
持
た
せ
る
。｢
風
が
あ
る｣
の
よ
う
に
、｢
風
が
強
く
吹
く｣
こ
と
を
｢
風｣
と
い
う
｢
も
の｣
の
存
在
(｢
あ
る｣)
と
し
て
表
現
す
る
。
｢
雨｣
は
水
の
粒
の
動
き
(｢
こ
と｣)
で
あ
る
が
、｢
雨
が
降
る｣
の
よ
う
に
、｢
雨｣
[島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要 Vol. 46 1～13 (2008)]
生
存
の
意
味
と
表
現
―
詩
画
集
『
鳥
の
よ
う
に
―
シ
ベ
リ
ア
記
憶
の
大
地』
宮
崎
進
(
二
〇
〇
七)
を
資
料
と
し
て
―
河
原
修
一
(
総
合
文
化
学
科)
S
ig
n
ifican
ce
of
E
x
isten
ce
an
d
its
E
x
pression
S
h
u
ich
i
K
aw
ah
ara
キ
ー
ワ
ー
ド：
象
徴
的
表
現
体
系
心
象
の
形
象
化
を｢
も
の｣
と
し
て
扱
い
、
体
言
(
名
詞)
の
機
能
を
持
た
せ
る
。
｢
雲｣
は
遠
く
か
ら
眺
め
れ
ば
｢
も
の｣
で
あ
る
が
、
刻
々
と
変
化
し
、
飛
行
機
で
近
づ
い
て
通
り
抜
け
れ
ば
、
水
の
粒
(
霧)
の
流
れ
(｢
こ
と｣)
で
あ
っ
た
り
、
た
だ
白
い
霧
状
の
広
が
り
(
何
も
な
い
白
い
空
間)
(
｢
さ
ま｣)
で
あ
っ
た
り
す
る
。
遠
く
か
ら
眺
め
れ
ば
｢
あ
る｣
よ
う
に
見
え
る
が
、
近
づ
け
ば
｢
な
い｣
よ
う
に
見
え
る
。
｢
雲
が
浮
か
ぶ｣
の
よ
う
に
、｢
雲｣
を
｢
も
の｣
と
し
て
扱
い
、
体
言
(
名
詞)
の
機
能
を
持
た
せ
る
。
｢
雨｣
も
｢
雲｣
も
現
象
(
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
・
す
が
た)
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
質
は
同
じ
｢
水｣
で
あ
る
。｢
水｣
の
う
ご
き
や
さ
ま
で
あ
る
。
ま
た
、｢
見
る
こ
と
が
大
切
だ
。｣
の
よ
う
に
、｢
見
る
こ
と｣
(
｢
こ
と｣)
を
｢
も
の｣
と
し
て
扱
い
、
体
言
(
名
詞)
の
機
能
を
持
た
せ
る
。｢
赤
み
が
さ
す
。｣
｢
美
し
さ
は
た
と
え
よ
う
も
な
い
。｣
の
よ
う
に
、｢
赤
み｣
｢
美
し
さ｣
と
い
う
｢
さ
ま｣
を
｢
も
の｣
と
し
て
扱
い
、
体
言
(
名
詞)
の
機
能
を
持
た
せ
る
。
つ
ま
り
、
和
語
の
｢
も
の｣
は
、｢
(
空
間
的
に
捉
え
る)
も
の｣
｢
こ
と｣
｢
さ
ま｣
を
(
総
称
で
は
な
く)
普
遍
的
に
捉
え
る
も
の
(
注
１)
で
も
あ
る
。
現
象
は
、｢
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち｣
(
自
然
現
象
、
生
命
現
象
な
ど)
で
あ
り
、｢
あ
ら
わ
す
か
た
ち｣
(
文
化
現
象
、
社
会
現
象
、
言
語
現
象
な
ど)
で
あ
る
。
現
代
日
本
語
で
は
、｢
山
が
あ
る｣
｢
木
が
あ
る｣
｢
鳥
が
い
る｣
｢
人
が
い
る｣
と
｢
も
の｣
の
存
在
を
表
現
す
る
。
意
思
の
な
い
も
の
の
存
在
は
｢
あ
る｣
、
意
思
の
あ
る
も
の
の
存
在
は
｢
い
る｣
で
表
現
す
る
。
古
代
日
本
語
で
は
、｢
山
在あ
り｣
｢
木
在
り｣
｢
鳥
在
り｣
｢
人
在
り｣
と
存
在
を
表
現
し
、｢
鳥
居ゐ
る｣
｢
人
居
る｣
は
そ
れ
ぞ
れ
｢
鳥
が
止
ま
る｣
｢
人
が
坐
る｣
を
意
味
す
る
。｢
風
立
つ｣
｢
雲
立
つ｣
に
対
し
て
、｢
風
居
る｣
｢
雲
居
る｣
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
｢
居ゐ
る｣
は
｢
低
い
姿
で
と
ど
ま
る｣
と
い
う
原
義
を
示
す
。｢
山
つ
霊み
現あ
る｣
｢
く
く
の
霊ち
(
木こ
霊だま)
現
る｣
に
対
し
て
、｢
山
在あ
り｣
｢
木
在
り｣
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
｢
現あ
る｣
は
霊
的
存
在
(
神
霊
・
精
霊
な
ど)
が
霊
的
世
界
か
ら
地
上
世
界
に
出
現
す
る
(
顕
現
す
る)
こ
と
を
意
味
し
、｢
在あ
り｣
は
霊
的
存
在
が
地
上
世
界
に
顕
現
し
た
さ
ま
を
意
味
す
る
(
注
２)
。
平
安
時
代
に
は
、｢
人
在
り｣
は
人
間
の
生
存
・
生
活
を
意
味
す
る
。｢
現あ
ら
は
る｣
(
現
代
語
｢
あ
ら
わ
れ
る｣)
は
霊
的
存
在
が
持
続
的
に
広
範
囲
に
お
の
ず
か
ら
顕
現
す
る
こ
と
、｢
現あ
ら
は
す｣
(
現
代
語
｢
あ
ら
わ
す｣)
は
霊
的
存
在
が
持
続
的
に
広
範
囲
に
そ
の
意
思
を
具
体
的
な
も
の
(
知
覚
で
き
る
も
の)
を
通
じ
て
示
す
こ
と
を
意
味
す
る
(
注
３)
。
古
代
日
本
人
は
、
存
在
を
現
象
(
霊
的
現
象)
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
和
語
の
｢
か
た
ち｣
は
、｢
形
か
た
ち｣
(
輪
郭
あ
る
視
覚
的
な
像)
を
含
む
｢
象
か
た
ち｣
(
輝
き
、
響
き
、
動
き
、
広
が
り
な
ど)
を
表
す
。｢
か
た｣
は
原
形
(
型
、
図かた)
を
表
し
、｢
ち｣
は
勢
い
や
方
向
を
示
す
(
注
４)
。
二
、
意
味
胎
生
期
、
幼
児
期
、
少
年
期
を
経
て
、
青
年
期
に
は
、
生
き
る
意
味
を
問
う
よ
う
に
な
る
。
自
分
と
は
何
か
。(
他
者
を
含
む)
人
間
と
は
何
か
。
生
存
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
も
の
(
自
分
、
他
者
、
他
物)
の
存
在
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
(
自
他
を
含
む)
世
界
と
は
何
か
。
自
分
と
世
界
と
は
ど
う
関
わ
る
の
か
。
意
味
へ
の
問
い
は
広
が
る
(
深
ま
る)
。
意
味
へ
の
問
い
は
、
社
会
的
な
約
束
事
を
覚
え
る
な
か
で
減
じ
て
い
く
が
、
成
人
後
も
無
意
識
に
続
き
、
何
か
強
烈
な
体
験
に
よ
る
人
生
の
節
目
に
、
再
び
意
識
に
昇
っ
て
、
尖
鋭
化
す
る
。
意
味
と
は
何
か
。
ま
ず
、
字
義
を
辿
っ
て
み
よ
う
(
注
５)
。
漢
語
の
｢
意｣
の
訓
は
、｢
こ
こ
ろ｣
｢
お
も
(
ひ)｣
｢
お
も
(
ふ)｣
｢
あ
あ｣
な
ど
で
、
原
義
は
｢
こ
と
ば
と
な
ら
な
い
心
の
な
か
の
お
と
、
こ
と
ば
以
前
の
お
も
い｣
で
あ
る
。
お
も
い
が
明
確
に
な
れ
ば
、
意
識
、
意
志
、
意
図
、
志
向
(｢
こ
こ
ろ
ざ
し｣)
を
表
す
。
漢
語
の
｢
味｣
の
訓
は
、｢
あ
ぢ｣
｢
あ
ぢ
(
は
ひ)｣
｢
あ
ぢ
(
は
ふ)｣
な
ど
で
、
原
義
は
｢
か
す
か
な
(
微
妙
な)
味
を
感
じ
る
さ
ま｣
で
あ
る
。
熟
語
の
｢
意
味｣
の
原
義
は
、｢
こ
と
ば
と
な
ら
な
い
(
こ
と
ば
以
前
の)
心
の
な
か
の
お
も
い
の
か
す
か
な
お
も
む
き
の
か
み
わ
け｣
で
あ
る
。
漢
語
の
｢
義｣
の
原
義
は
、｢
わ
が
行
動
の
美
し
く
正
し
い
こ
と｣
で
、｢
よ
い｣
｢
正
し
い
道｣
｢
行
動
の
立
派
な
こ
と｣
｢
筋
道｣
｢
わ
け｣
を
表
す
。
和
語
で
｢
意
味｣
に
相
当
す
る
こ
と
ば
は
、｢
こ
こ
ろ｣
｢
む
ね｣
｢
お
も
む
き｣
｢
わ
け｣
な
ど
で
あ
る
(
注
６)
。
｢
こ
こ
ろ｣
の
原
義
は
、｢
こ
こ
(
胸)
に
こ
ご
る
(
こ
り
か
た
ま
る)
と
こ
ろ
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(に
あ
る
も
の)｣
で
、｢
心
臓｣
｢
お
も
い
の
あ
ら
わ
れ
る
(
か
た
ま
る)
場｣
｢
お
も
い
の
か
た
ま
り｣
を
表
す
(
注
７)
。
古
代
人
は
心
臓
に
お
も
い
が
あ
ら
わ
れ
る
と
考
え
て
い
た
(
緊
張
す
る
と
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
す
る)
。｢
こ
こ
ろ｣
の
宛
字
は
｢
心｣
(
漢
語
の
原
義
は
心
臓)
で
あ
る
。｢
こ
こ
ろ｣
は
｢
あ
ら
ゆ
る
精
神
活
動
の
も
と
に
な
る
も
の｣
｢
精
神
活
動
の
傾
向｣
｢
人
知
れ
ず
お
も
い
を
抱
く
と
こ
ろ｣
で
、｢
気
配
り｣
｢
思
い
や
り｣
｢
情
緒
的
感
受
性｣
｢
情
趣｣
｢
意
志｣
｢
本
質｣
｢
中
心｣
｢
根
拠｣
｢
作
品
の
主
題｣
な
ど
を
表
す
。
な
お
、
漢
語
の
｢
気｣
に
は
古
代
中
国
人
の
宇
宙
観
が
示
さ
れ
る
が
、
日
本
人
は
こ
の
思
想
を
受
容
し
、｢
こ
こ
ろ｣
か
ら
｢
気｣
が
発
し
て
の
び
て
い
く
と
い
う
捉
え
方
も
あ
ら
わ
れ
た
。
｢
む
ね｣
の
宛
字
は
｢
胸｣
｢
宗｣
｢
旨｣
で
あ
る
。
胸
に
は
心
臓
が
あ
る
。｢
胸
が
痛
む｣
｢
胸
が
高
鳴
る｣
の
よ
う
に
、｢
心｣
｢
思
い｣
を
表
す
。
心
臓
は
身
体
の
中
心
で
あ
る
。｢
む
ね｣
は
主
な
も
の
、
中
心
の
も
の
(
宗むね)
を
表
す
。
さ
ら
に
、
趣
意
、
意
見
、
述
べ
た
い
こ
と
の
中
心
・
要
点
(
旨むね)
を
表
す
。
｢
お
も
む
き｣
は
そ
の
方
に
顔
が
向
く
こ
と
(
面おも
向む
き)
で
、
興
味
・
関
心
を
覚
え
る
こ
と
、
同
意
し
て
従
う
こ
と
、
好
意
を
寄
せ
る
こ
と
を
表
す
。
ま
た
、
そ
の
方
に
向
か
っ
て
行
く
こ
と
(
赴
お
も
む
き)
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
心
が
そ
の
方
に
向
か
う
こ
と
、
心
の
向
か
う
さ
ま
(
趣
お
も
む
き
)
で
、
感
興
、
情
趣
、
趣
旨
、
事
情
を
表
す
。
｢
わ
け｣
は
動
詞
｢
わ
く｣
(
下
二
段
活
用)
の
連
用
形
か
ら
の
転
成
名
詞
で
、
原
義
は
｢
わ
け
る
こ
と｣
で
あ
る
。
も
の
ご
と
を
わ
け
る
と
、
事
情
が
わ
か
る
。
区
別
、
違
い
(
分わ
け)
を
表
し
、
判
断
内
容
、
筋
道
、
理
由
、
事
情
、
情
の
機
微
(
訳わけ)
を
表
す
。
も
の
ご
と
を
判
断
し
て
、
事
情
を
知
る
(
関
係
が
わ
か
る)
こ
と
を
表
す
。
｢
こ
こ
ろ｣
｢
む
ね｣
｢
お
も
む
き｣
は
も
と
も
と
身
体
語
で
あ
る
が
、
身
心
語
と
し
て
、
心
の
な
か
の
お
も
い
を
表
す
。｢
わ
け｣
は
、
心
の
な
か
の
お
も
い
に
応
じ
て
、
も
の
ご
と
を
わ
け
て
、
も
の
ご
と
の
関
係
や
事
情
(
事
柄
・
情
緒)
を
知
る
こ
と
を
表
す
。｢
こ
こ
ろ
ざ
し｣
は
複
合
動
詞
｢
こ
こ
ろ
ざ
す｣
(
｢
さ
す
(
刺
す
、
差
す
、
射
す
、
挿
す
、
指
す)｣
は
直
線
的
に
或
る
方
向
に
向
か
う
意)
の
連
用
形
か
ら
の
転
成
名
詞
で
、
原
義
は
｢
こ
こ
ろ
の
向
か
う
と
こ
ろ
(
さ
き
、
方
向)｣
で
あ
る
。
｢
あ
じ
わ
い(
あ
ぢ
は
ひ)｣
は
複
合
動
詞｢
あ
ぢ
は
ふ｣
(
｢
は
ふ(
延
ふ
、
這
ふ)｣
は
の
び
る
意)
の
連
用
形
か
ら
の
転
成
名
詞
で
、
舌
先
だ
け
で
な
く
心
で
深
く
感
じ
続
け
る
こ
と
、
様
々
な
感
覚
や
感
情
を
も
た
ら
す
深
み
を
表
す
。
英
語
の
"m
ean
in
g
"
は
動
詞
"m
ean
"
(
こ
こ
ろ
が
向
か
う
、
意
図
す
る)
の
名
詞
形
で
、
個
人
的
意
味
を
表
す
。｢
意
味｣
と
い
う
漢
訳
語
が
宛
て
ら
れ
る
。
"sig
n
ification
"
は
名
詞
"sig
n
"
(
記
号
の
意)
を
含
む
名
詞
で
、
記
号
的
意
味
、
社
会
的
意
味
を
表
す
。
同
じ
く
｢
意
味｣
と
い
う
漢
訳
語
が
宛
て
ら
れ
る
。
"sig
n
ifican
ce"
も
名
詞
"sig
n
"
(
記
号
の
意)
を
含
む
名
詞
で
あ
る
が
、
文
脈
(
脈
絡)
的
意
味
を
表
す
。｢
意
義｣
と
い
う
漢
訳
語
が
宛
て
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
意
味
と
は
、
主
体
(
自
分
、
そ
の
人
自
身
、
人
々)
の
心
の
想
い
が
も
の
ご
と
(
事
物
、
人
、
想
い)
に
向
か
い
、
も
の
ご
と
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
も
の
ご
と
に
は
、
目
に
見
え
る
(
知
覚
で
き
る)
も
の
ご
と
(
他
者
を
含
む)
だ
け
で
な
く
、
心
の
な
か
に
浮
か
ぶ
も
の
ご
と
(
記
憶
の
な
か
の
も
の
ご
と
、
想
像
の
な
か
の
も
の
ご
と
、
心
の
な
か
に
湧
き
上
が
る
感
情)
も
含
ま
れ
る
。
意
味
と
は
、
自
分
(
自
分
達)
と
も
の
ご
と
(
他
者
を
含
む)
と
の
関
係
(
状
況)
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
の
ご
と
に
よ
っ
て
自
分
(
自
分
達)
に
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
何
が
示
さ
れ
る
か
(
ど
う
い
う
関
係
か)
と
い
う
個
人
的
な
解
釈
、
相
互
の
理
解
、
集
団
の
合
意
、
社
会
的
な
約
束
・
規
則
、
直
観
的
な
洞
察
に
よ
る
。
簡
潔
に
言
え
ば
、
意
味
と
は
、
主
体
の
関
係
づ
け
に
よ
る
現
象
の
措
定
(
関
係
の
な
か
に
措お
き
定
め
る
こ
と)
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
体
は
人
間
(
個
人
、
集
団)
で
あ
る
と
す
る
。
関
係
づ
け
る
の
は
人
間
で
あ
り
、
人
間
が
意
味
を
つ
く
る
。
犬
や
猫
も
、
身
の
回
り
の
も
の
ご
と
を
関
係
づ
け
て
い
る
。｢
猫
に
小
判｣
｢
猫
に
鰹
節｣
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
(
猫
と
い
う
主
体
に
と
っ
て
の
関
係
づ
け
で
あ
る)
。
こ
こ
で
は
、
考
察
の
対
象
外
と
す
る
。
意
味
は
価
値
と
も
関
わ
る
。
神
が
意
味
を
与
え
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
絶
対
的
な
関
係
づ
け
と
し
て
の
神
意
で
あ
る
。
別
途
、
考
察
す
る
。
三
、
現
象
と
意
味
主
体
の
想
い
が
現
象
に
向
か
い
、
現
象
を
主
体
が
想
い
で
受
け
止
め
る
と
い
う
相
互
作
用
が
あ
り
、
主
体
が
現
象
を
わ
け
て
関
係
づ
け
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
生
じ
る
。
主
体
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の
心
象
(
こ
こ
ろ
に
つ
く
る
か
た
ち)
と
な
る
。
解
釈
・
理
解
に
よ
っ
て
関
係
づ
け
る
が
、
解
釈
・
理
解
は
認
識
の
あ
り
方
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
価
値
の
置
き
方
に
基
づ
く
。
心
象
は
、
様
々
な
形
式
で
具
体
的
に
表
現
さ
れ
る
。
簡
単
に
図
示
し
て
み
る
。
現
象
に
は
、
主
体
(
人
間)
の
目
の
前
に
(
心
に)
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
(
自
然
現
象
、
生
命
現
象
、
心
理
現
象)
と
主
体
(
人
間)
自
身
が
つ
く
り
出
し
て
あ
ら
わ
す
か
た
ち
(
文
化
現
象
、
社
会
現
象
、
言
語
現
象)
が
あ
る
。
人
間
の
行
為
、
生
産
物
(
加
工
品)
、
道
具
、
法
制
(
法
律
・
制
度)
、
記
号
、
言
語
表
現
、
芸
術
作
品
な
ど
の
人
間
活
動
と
そ
の
結
果
は
、
あ
ら
わ
す
か
た
ち
で
あ
る
。
意
味
に
は
、
様
々
な
階
梯
か
い
て
い(
段
階)
が
あ
る
が
、
単
純
化
し
て
、
ま
ず
、
示
す
も
の
(
現
象)
と
示
さ
れ
る
も
の
(
意
味)
と
を
対
応
さ
せ
て
み
る
。
前
者
を
上
段
に
、
後
者
を
下
段
に
記
し
て
、
例
を
挙
げ
て
み
る
。
①
黒
い
雲
の
出
現
(
自
然
現
象)
―
雨
が
降
る
こ
と
(
生
活
経
験
／
科
学
的
知
識)
―
不
吉
な
出
来
事
(
詩
の
文
脈
／
巫み
女こ
の
託
宣
た
く
せ
ん)
②
紅
葉
(
生
命
現
象)
―
陽
に
光
る
綺
麗
な
も
の
(
幼
児
の
直
感)
―
お
皿
(
幼
児
の
ま
ま
ご
と
遊
び)
―
秋
に
赤
く
な
る
葉
(
社
会
的
通
念)
―
色
素
の
沈
澱
(
科
学
的
研
究)
―
料
理
の
季
節
感
(
女
将
お
か
み
の
心
配
り)
―
生
命
の
輝
き
(
詩
的
・
哲
学
的
な
直
観)
③
感
覚
(
生
理
現
象)
―
感
覚
さ
れ
る
も
の
(
色
／
音
／
香
／
味
／
…)
④
知
覚
(
心
理
現
象)
―
知
覚
さ
れ
る
も
の
(
事
物
、
人
、
自
分
の
身
体)
⑤
感
情
(
心
理
現
象)
―
(
生
存
の
た
め
の)
意
識
の
変
容
に
対
す
る
モ
ニ
タ
ー
機
能
(
動
機
・
評
価
機
能)
(
認
知
科
学
の
知
見)
⑥
思
考
(
心
理
現
象)
―
(
生
存
の
た
め
の)
状
況
に
対
す
る
内
的
な
働
き
か
け
⑦
記
憶
(
心
理
現
象)
―
過
去
に
経
験
し
た
も
の
ご
と
(
事
物
、
人
、
想
い)
⑧
想
像
(
心
理
現
象)
―
現
場
に
な
い
も
の
ご
と
(
事
物
、
人
、
霊
的
存
在
、
想
い)
⑨
夢
(
心
理
現
象)
―
無
意
識
の
な
か
の
も
の
ご
と
(
事
物
、
人
、
霊
的
存
在
、
想
い)
⑩
笑
顔
(
表
情)
―
喜
び
(
生
活
経
験)
―
親
愛
感
／
困
惑
／
悲
し
み
／
…
(
人
間
関
係
へ
の
配
慮)
①
〜
⑩
の
現
象
は
、
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
で
あ
る
。
自
然
現
象
の
な
か
に
生
命
現
象
が
あ
り
、
生
命
現
象
の
な
か
に
人
間
の
身
体
現
象
(
生
理
現
象
、
表
情)
や
心
理
現
象
が
あ
る
。
た
だ
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
わ
す
か
た
ち
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
(
ま
ま
ご
と
や
懐
石
料
理
で
は
、
象
徴
と
な
る)
。
⑩
に
つ
い
て
は
、(
無
自
覚
に)
表
情
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、(
自
覚
し
て)
表
情
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
る
。
後
者
は
、
あ
ら
わ
す
か
た
ち
で
あ
る
。
①
②
⑩
の
現
象
は
観
察
さ
れ
、
場
(
脈
絡
、
状
況)
に
応
じ
て
、
様
々
に
解
釈
(
理
解
、
合
意
、
約
束
、
洞
察)
さ
れ
る
。
③
〜
⑨
の
現
象
は
内
観
さ
れ
、(
生
活
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら)
学
問
的
に
解
釈
さ
れ
る
。
②
で
、
懐
石
料
理
に
添
え
ら
れ
る
紅
葉
は
も
ち
ろ
ん
食
べ
ら
れ
な
い
。
紅
葉
は
暗
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
暗
に
示
さ
れ
る
(
暗
示
さ
れ
る)
も
の
(
含
意)
は
季
節
感
と
い
う
情
趣
で
あ
る
。(
暗
示
が
或
る
脈
絡
で
慣
用
さ
れ
れ
ば
、
象
徴
と
な
る
。)
女
将
の
も
て
な
し
の
心
遣
い
だ
け
で
な
く
、
経
営
感
覚
も
示
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
②
で
、
少
年
期
に
学
校
で
｢
紅
葉｣
は
｢
秋
に
赤
く
な
る
葉｣
と
覚
え
、
辞
書
に
も
そ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
、
成
人
後
も
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
社
会
生
活
を
送
る
。
生
活
経
験
に
よ
る
社
会
通
念
と
し
て
の
概
念
(
辞
書
的
意
味)
あ
る
い
は
意
味
の
輪
郭
で
あ
る
。
紅
葉
一
般
に
つ
い
て
包
括
的
に
示
さ
れ
る
社
会
的
意
味
で
、
個
人
の
想
い
は
捨
象
さ
れ
る
。
同
じ
く
主
体
を
捨
象
し
て
(
主
体
と
切
り
離
し
て)
、
科
学
的
に
｢
紅
葉｣
を
徹
底
的
に
対
象
化
す
る
(
物
と
し
て
扱
う)
と
き
、｢
紅
葉｣
は
｢
ア
ン
ト
シ
ア
ン
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主
体
(
お
も
い)
線
描
、
絵
、
造
形
↓
美
術
←
→
意
味
(
示
さ
れ
る
も
の)
↓
心
象
↓
音
の
組
合
せ
↓
音
楽
現
象
(
わ
け)
→
表
情
、
身
振
り
↓
こ
と
ば
↓
文
学
(
も
の
ご
と)
想
像
力
仕
草
、
振
舞
い
↓
行
動
↓
演
劇
←
↓
関
係
づ
け
↑
解
釈
、
理
解
、
合
意
、
約
束
、
洞
察
↑
認
識
体
系
↑
価
値
体
系
世
界
(
諸
現
象)
な
ど
の
色
素
の
葉
の
部
分
へ
の
移
動
と
沈
澱｣
と
い
う
物
理
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
い
の
ち
の
は
た
ら
き
は
切
捨
て
ら
れ
る
。
こ
の
(
そ
の
、
あ
の)
紅
葉
に
よ
っ
て
、
今
こ
こ
に
生
き
て
い
る
自
分
(
あ
る
い
は
彼
、
彼
女)
に
示
さ
れ
る
も
の
が
、
意
味
の
内
実
で
あ
り
、
個
人
的
意
味
で
あ
る
。
社
会
的
通
念
に
捉
わ
れ
な
い
幼
児
や
芸
術
家
(
画
家
、
詩
人
な
ど)
は
、
直
感
(
直
観)
的
に
、
紅
葉
を
も
の
そ
の
も
の
と
し
て
(
本
質
を)
観
る
(
洞
察
す
る)
こ
と
も
あ
る
。
落
日
に
も
通
じ
る
最
後
の
生
命
の
輝
き
と
そ
の
循
環
へ
の
希
望
で
あ
る
。
普
遍
的
意
味
(
真
意)
が
示
さ
れ
る
。
⑩
で
、
笑
顔
に
よ
っ
て
自
然
に
(
一
般
的
に)
示
さ
れ
る
も
の
は
喜
び
で
あ
る
。
生
活
経
験
に
よ
る
社
会
通
念
と
し
て
の
意
味
の
輪
郭
で
あ
り
、
社
会
的
意
味
で
あ
る
。
喜
び
と
い
う
感
情
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
も
の
は
、(
或
る
出
来
事
に
よ
る
感
覚
の
突
出
が
も
た
ら
す)
意
識
の
状
態
の
変
容
に
対
す
る
プ
ラ
ス
評
価
の
情
緒
と
し
て
の
満
足
で
あ
る
。
或
る
欠
乏
を
回
復
す
る
欲
求
を
満
た
す
こ
と
で
あ
る
。
欲
求
に
は
、
生
理
的
欲
求
、
心
理
的
欲
求
(
願
望)
、
精
神
的
欲
求
(
意
志
、
希
望)
の
三
段
階
(
三
つ
の
レ
ベ
ル)
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
脳
幹
、
大
脳
辺
縁
系
、
大
脳
新
皮
質
の
機
能
と
対
応
す
る
。
何
か
食
べ
て
空
腹
を
満
た
す
と
き
、
親
し
い
人
達
と
食
事
を
す
る
と
き
、
困
難
な
仕
事
を
達
成
し
た
と
き
の
喜
び
は
、
そ
れ
ぞ
れ
満
足
の
次
元
が
異
な
る
。
個
人
を
め
ぐ
る
状
況
に
応
じ
て
、
意
味
の
内
実
ま
た
は
個
人
的
意
味
が
示
さ
れ
る
。
⑩
で
、
笑
顔
を
つ
く
っ
て
人
間
関
係
を
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
場
(
脈
絡
、
状
況)
に
応
じ
て
、
様
々
な
含
み
(
含
意)
が
暗
に
示
さ
れ
る
。
初
対
面
の
挨
拶
で
、
会
釈
と
と
も
に
に
こ
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
と
き
、
今
後
と
も
良
好
な
人
間
関
係
と
自
分
に
と
っ
て
有
益
な
配
慮
を
望
む
意
思
が
示
さ
れ
る
。
本
心
は
拒
絶
し
た
い
が
相
手
と
の
人
間
関
係
を
壊
し
た
く
な
い
と
き
、
困
惑
し
た
笑
み
を
浮
か
べ
て
、
婉
曲
的
な
断
り
が
示
さ
れ
る
。
芥
川
龍
之
介
の
小
説
『
手
巾
ハ
ン
ケ
チ』
に
あ
る
よ
う
に
、
相
手
に
心
配
を
か
け
ま
い
と
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
息
子
の
死
を
報
告
す
る
と
き
、
示
さ
れ
る
意
味
の
内
実
(
真
意)
は
悲
し
み
で
あ
る
。
⑪
積つみ
木き
―
家
(
幼
児
の
想
像
と
表
現)
(
象
徴)
⑫
十
字
(
架)
―
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
政
治
思
想
犯
の
処
刑
具
(
道
具)
／
救
い
主
の
贖
し
ょ
く
罪ざい(
人
類
の
救
い)
(
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
圏)
(
象
徴)
⑬
材
木
―
杖つえ
・
棹さお
・
武
器
(
道
具)
／
机
・
家
(
加
工
物)
⑭
机
―
作
業
す
る
た
め
の
台
と
支
え
(
社
会
的
機
能)
／
踏
み
台
(
道
具)
⑮
石
―
包
丁
・
礫
つ
ぶ
て(
道
具)
／
装
飾
品
・
家
(
加
工
物)
／
ハ
ン
バ
ー
グ
(
幼
児
の
ま
ま
ご
と)
(
象
徴)
／
貨
幣
(
記
号)
／
彫
像
(
芸
術
作
品)
⑯
写
真
―
現
物
／
写
す
人
の
想
い
⑰
肖
像
画
、
静
物
画
、
風
景
画
―
人
物
、
事
物
、
風
景
／
写
す
(
描
く)
人
の
想
い
⑱
交
通
信
号
の
色
―
人
や
車
の
移
動
の
仕
方
(
記
号)
⑲
右
側
歩
行
―
道
路
の
安
全
な
利
用
(
法
制)
⑳
課
長
―
組
織
の
な
か
の
或
る
業
務
の
担
当
責
任
者
(
法
制)

行
動
―
(
生
存
の
た
め
の)
環
境
に
対
す
る
働
き
か
け

抱
擁
―
愛
情

頷
き
―
肯
定
／
相
槌
あ
い
づ
ち
／
会
釈
／
複
雑
な
想
い

指
さ
し
―
方
向
／
事
物
／
命
令
／
非
難
／
達
成
へ
の
意
志
／
約
束
の
成
就

声
―
情
緒
、
意
思

節
目
の
あ
る
声
・
模
様
・
手
振
り
の
組
合
せ
―
こ
と
ば
(
談
話
・
文
章
・
手
話)

芸
術
作
品
―
精
神
(
情
緒
、
思
想
、
直
観)
⑪
〜

の
現
象
は
、
あ
ら
わ
す
か
た
ち
で
あ
る
。
個
人
ま
た
は
集
団
に
よ
る
人
間
活
動
で
あ
る
。
外
観
的
に
言
え
ば
、
文
化
現
象
で
あ
る
。
文
化
現
象
の
う
ち
、
集
団
に
よ
る
も
の
は
社
会
現
象
で
あ
る
。
人
間
活
動
に
は
、
言
語
活
動
も
含
ま
れ
る
(
行
動
の
な
か
に
は
、
言
語
行
動
も
含
ま
れ
る)
。
文
化
現
象
の
な
か
に
、
言
語
現
象
が
あ
る
。
た
だ
し
、
⑮
に
つ
い
て
は
、
自
然
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
加
工
し
て
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。(
石
の
存
在
の
意
味
を
問
う
こ
と
は
難
し
い
。)

に
つ
い
て
は
、
生
命
現
象
あ
る
い
は
生
理
現
象
(
ま
た
は
表
情)
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
が
、
反
射
的
、
共
鳴
的
、
感
染
的
に
叫
び
声
、
怒
声
、
悲
鳴
、
泣
き
声
と
な
っ
て
突
発
的
な
情
緒
を
表
す
こ
と
も
あ
る
。
抑
揚
や
強
弱
、
声こわ
音ね
を
変
え
て
、
意
識
的
に
声
を
つ
く
っ
て
あ
ら
わ
す
か
た
ち
が
相
手
に
意
思
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。
⑪
⑫
(
後
者)
⑮
(
第
三
ケ
ー
ス)
は
、
象
徴
す
る
も
の
と
象
徴
さ
れ
る
も
の
の
関
係
(
象
徴)
で
あ
る
。
象
徴
と
は
、
或
る
脈
絡
に
お
け
る
別
の
次
元
(
の
も
の
ご
と)
へ
の
転
換
(
変
換)
で
あ
る
。
象
徴
的
意
味
(
脈
絡
的
意
味)
が
示
さ
れ
る
。
象
徴
は
、
芸
術
の
芽
生
え
と
も
な
る
。
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⑫(
前
者)
⑬
(
前
者)
⑭
(
後
者)
⑮
(
第
一
ケ
ー
ス)
は
、
道
具
と
す
る
も
の
と
道
具
と
さ
れ
る
も
の
の
関
係
(
道
具)
で
あ
る
。
道
具
的
意
味
(
普
通
は
社
会
的
意
味)
が
示
さ
れ
る
。
道
具
は
、
加
工
と
も
関
わ
る
。
⑬
(
後
者)
⑮
(
第
二
ケ
ー
ス)
は
、
加
工
す
る
も
の
と
加
工
さ
れ
る
も
の
の
関
係
(
加
工)
で
あ
る
。
加
工
的
意
味
が
示
さ
れ
る
。
加
工
は
、
芸
術
(
ア
ー
ツ)
の
芽
生
え
と
な
る
。
⑭
(
前
者)
で
は
、
概
念
的
意
味
(
社
会
的
意
味)
が
示
さ
れ
る
。
⑯
⑰
の
前
者
は
、
写
す
も
の
(
写
像
す
る
も
の)
と
写
さ
れ
る
も
の
(
写
像
さ
れ
る
も
の)
の
関
係
(
写
像)
で
あ
る
。
写
像
的
意
味
が
示
さ
れ
る
。
写
像
は
、
芸
術
と
も
関
わ
る
。
⑯
⑰
の
後
者
は
、
芸
術
の
芽
生
え
と
も
な
る
。
な
お
、
漢
字
の
う
ち
、
象
形
文
字
は
写
像
に
よ
る
記
号
で
あ
る
。
手
話
と
い
う
言
語
を
構
成
す
る
手
振
り
は
、
写
像
的
な
身
体
記
号
で
あ
る
。
⑮
(
第
四
ケ
ー
ス)
⑱
は
、
記
号
と
す
る
も
の
と
記
号
さ
れ
る
も
の
の
関
係
(
記
号)
で
あ
る
。
記
号
と
は
、
或
る
集
団
の
約
束
に
よ
る
別
の
次
元
(
の
も
の
ご
と)
へ
の
転
換
(
変
換)
で
あ
る
。
記
号
的
意
味
(
社
会
的
意
味)
が
示
さ
れ
る
。

〜

は
、
身
体
(
か
ら
発
す
る
も
の)
の
一
部
を
記
号
と
す
る
も
の
と
し
て
用
い
る
身
体
記
号
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
線
描
(
手
の
動
き)
と
と
も
に
、
言
語
記
号
(
言
語
に
用
い
ら
れ
る
記
号)
の
芽
生
え
と
な
る
。
⑲
⑳
は
、
法
制
と
す
る
も
の
と
法
制
と
さ
れ
る
も
の
の
関
係
(
法
制)
で
あ
る
。
法
制
(
法
律
・
制
度)
は
、
約
束
・
規
則
の
体
系
で
あ
る
。
法
制
的
意
味
(
社
会
的
意
味)
が
示
さ
れ
る
。
現
代
社
会
で
は
、
成
人
後
、
退
職
す
る
ま
で
、
役
職
を
中
心
と
す
る
法
制
的
意
味
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
。
胎
生
期
か
ら
青
年
期
ま
で
の
意
味
へ
の
問
い
は
忘
れ
去
ら
れ
(
意
識
下
に
追
い
や
ら
れ)
、
個
人
的
意
味
は
見
失
わ
れ
、
し
ば
し
ば
人
間
疎
外
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

は
、
言
語
と
す
る
も
の
と
言
語
さ
れ
る
も
の
の
関
係
(
言
語)
で
あ
る
。
言
語
と
は
、
も
の
ご
と
(
人
間
の
意
思)
の
表
現
・
伝
達
の
方
法
で
、
或
る
集
団
(
民
族)
の
約
束
の
体
系
(
語
彙
体
系
、
文
法
体
系
、
表
現
体
系)
に
よ
る
身
体
記
号
体
系
で
あ
る
。
言
語
的
意
味
(
社
会
的
意
味
、
概
念
的
意
味
、
記
号
的
意
味
、
脈
絡
的
意
味
、
論
理
的
意
味
、
象
徴
的
意
味
、
情
緒
的
意
味
、
個
人
的
意
味
、
精
神
的
意
味)
が
示
さ
れ
る
。
言
語
は
、
象
徴
、
記
号
、
概
念
、
写
像
、
法
制
(
約
束
の
体
系)
な
ど
か
ら
複
合
的
・
総
合
的
に
展
開
し
て
成
立
し
、
さ
ら
に
レ
ト
リ
ッ
ク
体
系
、
象
徴
的
表
現
体
系
を
含
む
表
現
体
系
に
よ
っ
て
、
言
語
芸
術
(
文
学)
に
展
開
す
る
。

は
、
作
品
と
し
て
表
現
す
る
も
の
と
表
現
さ
れ
る
も
の
と
の
関
係
(
芸
術)
で
あ
る
。
表
現
す
る
技
術
は
必
要
と
さ
れ
る
が
、
生
産
物
や
加
工
物
、
道
具
、
記
号
と
違
っ
て
、
作
品
は
社
会
生
活
に
有
用
な
機
能
を
示
さ
な
い
。
音
、
色
、
身
体
の
動
き
、
こ
と
ば
な
ど
を
素
材
と
し
て
、
精
神
を
表
現
す
る
。
何
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
は
、
鑑
賞
す
る
人
に
よ
っ
て
様
々
に
解
釈
さ
れ
る
。
｢
鯛
は
鯛
だ｣
―
強
調
、
価
値
(
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー)
｢
薔ば
薇ら
の
花｣
―
｢
少
女
の
｣
(
比
喩)
｢
冷さ
め
た
コ
ー
ヒ
ー｣
―
失
恋
(
詩
的
象
徴)
こ
と
ば
の
脈
絡
(
話
脈
、
文
脈)
の
な
か
で
、
表
現
す
る
も
の
と
表
現
さ
れ
る
も
の
の
関
係
(
言
語
表
現)
が
あ
る
。

は
、｢
Ａ
は
Ａ
だ｣
と
い
う
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
(
自
同
律)
で
、
Ａ
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
な
い
か
ら
、
論
理
的
意
味
と
し
て
は
無
意
味
で
あ
る
が
、
脈
絡
(
場
、
状
況)
の
な
か
に
置
か
れ
る
と
、
表
現
的
意
味
と
し
て
は
、
評
価
的
感
情
を
伴
う
強
調
の
意
味
と
な
る
。｢
腐
っ
て
も
鯛｣
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。

は
、
喩たと
え
る
も
の
と
喩
え
ら
れ
る
も
の
の
関
係
(
比
喩)
で
あ
る
。｢
Ａ
の
よ
う
な
Ｂ｣
(
Ａ
は
喩
え
る
も
の
、
Ｂ
は
喩
え
ら
れ
る
も
の)
と
い
う
(
Ａ
と
Ｂ
を)
比
べ
る
喩
え
で
、
Ａ
と
Ｂ
の
間
に
共
通
性
が
あ
る
。

で
は
、｢
赤
み
が
さ
し
て
生
命
感
の
あ
る
こ
と｣
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
注
意
す
べ
き
は
、

の
表
現
的
意
味
と
し
て
は
、｢
少
女
の
｣
だ
け
で
な
く
、｢
薔
薇
の
花｣
の
イ
メ
ー
ジ
(
心
象)
も
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
代
日
本
語
に
お
け
る
序じょ
詞こと
ば、
掛かけ
詞こと
ば、
縁
語
な
ど
と
同
様
に
、
イ
メ
ー
ジ
の
重
ね
合
わ
せ
が
あ
る
。
表
現
さ
れ
た
世
界
が
、
読
者
に
と
っ
て
、
心
象
世
界
と
な
っ
て
広
が
る
の
で
あ
る
。

は
、
象
徴
す
る
も
の
と
象
徴
さ
れ
る
も
の
の
関
係
(
象
徴)
で
あ
る
。
こ
と
ば
の
象
徴
的
な
組
合
せ
で
あ
る
。
プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル
(
二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス)
の
詩
の
な
か
で
、
男
女
が
カ
フ
ェ
ー
で
待
ち
合
わ
せ
、
男
は
別
れ
話
を
切
り
出
し
て
、
ほ
と
ん
ど
コ
ー
ヒ
ー
に
口
も
つ
け
ず
に
去
っ
て
行
く
。
女
は
去
っ
た
男
の
背
中
を
見
送
っ
た
後
、
テ
ー
ブ
ル
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の
上
に
し
ば
ら
く
う
つ
伏
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
女
の
前
に
は
、
冷
め
た
コ
ー
ヒ
ー
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
の
な
か
で
は
、
冷
め
た
コ
ー
ヒ
ー
は
、
暗
に
男
の
女
へ
の
冷
め
た
恋
心
を
示
し
て
い
る
。
取
り
残
さ
れ
た
女
に
と
っ
て
は
、
失
恋
の
象
徴
と
な
る
。
象
徴
は
、
脈
絡
の
な
か
で
解
釈
さ
れ
る
別
の
次
元
(
の
も
の
ご
と)
へ
の
転
換
(
変
換)
で
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
と
恋
の
間
に
、
共
通
性
は
な
い
。
象
徴
に
よ
っ
て
、
表
現
さ
れ
た
世
界
は
、
日
常
現
実
の
風
景
か
ら
心
象
風
景
へ
と
二
重
写
し
に
転
換
す
る
の
で
あ
る
。
四
、
表
現
と
意
味
主
体
と
現
象
と
の
相
互
作
用
の
な
か
に
意
味
が
生
じ
、
心
象
と
な
り
、
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
単
純
化
し
て
、
示
す
も
の
を
現
象
、
示
さ
れ
る
も
の
を
意
味
と
し
て
、
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
表
現
と
意
味
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、｢
示
す
も
の｣
と
し
て
｢
示
す
者｣
(
示
す
主
体
、
表
現
者)
と
｢
示
す
物｣
(
表
現
主
体
が
示
す
も
の
ご
と)
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｢
示
さ
れ
る
も
の｣
と
し
て
｢
示
さ
れ
る
者｣
(
示
さ
れ
る
主
体
、
解
釈
者
、
鑑
賞
者)
と
｢
示
さ
れ
る
物｣
(
表
現
主
体
に
よ
っ
て
解
釈
主
体
(
鑑
賞
主
体)
に
示
さ
れ
る
も
の
ご
と)
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
現
象
に
も
｢
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち｣
と
｢
あ
ら
わ
す
か
た
ち｣
が
あ
り
、
表
現
は
後
者
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
り
、
言
語
表
現
の
う
ち
比
喩
表
現
の
と
こ
ろ
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
表
現
的
意
味
は
示
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
示
す
も
の
に
も
関
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
表
現
主
体
が
籠こ
め
た
意
味
が
あ
り
、
解
釈
主
体
(
鑑
賞
主
体)
が
受
け
止
め
た
意
味
が
あ
り
、
両
者
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
し
、
芸
術
表
現
で
は
、
む
し
ろ
一
致
し
な
い
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
も
言
え
る
。
簡
単
に
(
下
段
に)
図
示
し
て
み
る
。
現
象
Ａ
は
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
で
、
自
然
現
象
、
生
命
現
象
な
ど
、
こ
の
宇
宙
そ
の
も
の
の
は
た
ら
き
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
宇
宙
を
現
象
さ
せ
る
根
源
的
な
力
あ
る
い
は
初
動
的
な
力
は
、
人
間
に
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
古
来
、
人
間
は
直
観
的
に
、
あ
る
い
は
信
じ
る
こ
と
を
突
き
詰
め
て
、
様
々
に
表
現
し
て
き
た
。
古
代
中
国
で
は
タ
オ
(
大
極
、
無
極
、
混
沌
と
し
た
根
源
的
な
気)
、
古
代
イ
ン
ド
で
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
即
ア
ー
ト
マ
ン
(
梵
我
一
如)
あ
る
い
は
ダ
ル
マ
(
法)
、
真
言
密
教
で
は
大
日
如
来
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
ピ
ュ
シ
ス
(
自
然)
あ
る
い
は
普
遍
的
イ
デ
ア
(
直
観
的
観
念
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
普
遍
精
神)
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
ヤ
ハ
ヴ
ェ
(
神)
と
名
づ
け
た
。
古
代
日
本
で
は
、
ア
イ
ヌ
・
縄
文
的
な
(
環
太
平
洋
的
な)
ア
ニ
ミ
ズ
ム
(
祖
霊
信
仰
を
含
む
汎
自
然
神
信
仰)
の
上
に
、
記
紀
神
話
で
は
中
国
の
タ
オ
イ
ズ
ム
(
混
沌
一
気
が
陰
陽
二
気
に
あ
ら
わ
れ
て
運
動
が
生
じ
万
物
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
思
想)
を
導
入
し
、
そ
れ
を
軸
に
各
地
の
伝
承
を
集
め
て
体
系
づ
け
る
(
か
す
か
に
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る)
。
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
〜
示
す
も
の
(
現
象
Ａ)
←
示
さ
れ
る
も
の
(
意
味
Ａ)
←
→
解
釈
・
洞
察
示
さ
れ
る
人
(
解
釈
者
(
洞
察
者)
Ａ)
〜
示
す
人
(
表
現
者
Ａ)
←
あ
ら
わ
す
か
た
ち
(
表
現
Ａ)
〜
示
す
も
の
(
現
象
Ｂ)
(
意
味
Ａ)
←
示
さ
れ
る
も
の
(
意
味
Ｂ)
←
→
解
釈
・
鑑
賞
示
さ
れ
る
人
(
解
釈
者
(
鑑
賞
者)
Ｂ)
山
が
存
在
す
る
意
味
は
何
か
。
な
ぜ
雨
が
降
る
の
か
。
な
ん
の
た
め
に
石
は
存
在
す
る
の
か
。
な
ん
の
た
め
に
花
が
咲
き
、
枯
れ
る
の
か
。
詩
人
や
画
家
た
ち
は
、
こ
の
宇
宙
に
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
の
意
味
、
い
の
ち
の
意
味
を
問
い
続
け
、
直
感
(
直
観)
的
に
洞
察
し
、
象
徴
を
用
い
て
表
現
す
る
。
現
象
Ａ
に
示
さ
れ
る
意
味
Ａ
を
洞
察
し
、
示
さ
れ
る
人
(
解
釈
者
(
洞
察
者)
Ａ)
は
そ
の
意
味
Ａ
を
想
像
力
に
よ
っ
て
心
象
化
し
、
色
や
こ
と
ば
を
素
材
と
し
て
か
た
ち
(
表
現
Ａ)
に
あ
ら
わ
し
、
示
す
人
(
表
現
者
Ａ)
と
な
る
。
あ
ら
わ
す
か
た
ち
(
表
現
Ａ)
は
示
さ
れ
る
人
(
解
釈
者
(
鑑
賞
者)
Ｂ)
の
目
の
前
に
示
す
も
の
(
現
象
Ｂ)
(
意
味
Ａ
が
籠
め
ら
れ
て
い
る)
と
し
て
示
さ
れ
る
。
示
さ
れ
る
人
(
解
釈
者
(
鑑
賞
者)
Ｂ)
は
あ
ら
わ
す
か
た
ち
(
表
現
Ａ)
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
意
味
Ｂ
を
鑑
賞
し
、
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受
け
止
め
る
。
五
、
生
存
の
意
味
と
表
現
な
ぜ
果
て
し
な
い
荒
涼
と
し
た
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
が
存
在
す
る
の
か
。
強
制
収
容
所
で
、
理
不
尽
に
も
、
極
寒
、
粗
食
、
重
労
働
の
な
か
、
死
に
直
面
し
、
脱
走
す
れ
ば
銃
殺
さ
れ
る
仲
間
を
目ま
の
当
た
り
に
し
、
そ
れ
で
も
生
き
る
意
味
は
何
か
。
な
ん
の
た
め
に
戦
争
し
、
死
に
直
面
し
、
終
戦
後
も
、
シ
ベ
リ
ア
の
収
容
所
で
、
死
に
直
面
し
続
け
る
の
か
。
な
ぜ
春
に
な
る
と
、
こ
の
シ
ベ
リ
ア
の
地
に
一
斉
に
花
咲
く
の
か
。
こ
の
極
限
状
況
の
な
か
で
、
な
ぜ
幾
人
か
の
人
間
は
逞
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
詩
画
集
『
鳥
の
よ
う
に
―
シ
ベ
リ
ア
記
憶
の
大
地
―』
宮
崎
進
(
二
〇
〇
七)
の
口
絵
写
真
に
は
三
つ
の
作
品
が
並
び
、
こ
の
本
の
主
題
を
提
示
す
る
。
造
形
作
品
｢
鳥
の
よ
う
に｣
(
二
〇
〇
一)
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
流
木
の
原
形
を
生
か
し
麻
布
や
石
膏
を
用
い
て
加
工
し
た
女
性
半
身
像
で
あ
る
。
爆
撃
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
背
中
の
表
面
が
焦
げ
茶
色
と
濁
っ
た
白
色
の
斑
ま
だ
ら
模
様
に
爛ただ
れ
、
腰
か
ら
下
は
な
く
、
右
腕
は
肩
の
先
を
残
し
て
も
が
れ
、
左
腕
も
肘
か
ら
先
は
な
く
短
い
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
翼
と
な
っ
て
い
る
が
水
平
に
保
た
れ
、
尖
端
が
彼
方
か
な
た
を
指さ
す
。
上
体
を
や
や
右
に
捩よじ
ら
せ
て
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
に
直
立
す
る
。
顔
は
少
し
左
に
傾
け
、
翼
で
指
し
た
方
向
に
眼
差
し
を
向
け
る
。
悲
惨
な
現
実
を
体
験
し
な
が
ら
、
無
残
な
姿
を
卑
下
す
る
こ
と
な
く
、(
容
易
に
歩
き
出
せ
な
い
が
、
飛
び
立
と
う
と
す
る
想
い
を
秘
め
、)
希
望
を
捨
て
な
い
で
、
生
き
る
意
志
を
示
す
。
造
形
作
品
｢
生
き
る
も
の｣
(
一
九
九
〇
―
九
八)
は
、
板
に
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
を
貼
り
付
け
て
そ
の
上
に
油
絵
具
を
厚
く
塗
っ
た
、
斜
め
横
に
向
か
い
合
う
二
人
の
男
の
顔
の
絵
で
あ
る
。
暗
い
イ
ン
ジ
ゴ
を
バ
ッ
ク
に
、
皮
膚
を
灼や
か
れ
は
ぎ
取
ら
れ
た
よ
う
な
、
赤
や
オ
レ
ン
ジ
や
臙えん
脂じ
や
イ
ン
ジ
ゴ
や
緑
で
色
づ
け
さ
れ
た
二
人
の
男
の
顔
が
、
浮
び
上
が
る
。
首
は
影
の
よ
う
に
黒
々
と
線
条
の
柱
状
と
な
り
、
画
面
の
下
に
接
す
る
。
頭
髪
は
な
く
、
眉
毛
も
な
く
、
眼がん
窩か
は
窪くぼ
み
、
瞳
は
描
か
れ
ず
、
眼
は
イ
ン
ジ
ゴ
に
潰つぶ
さ
れ
る
。
処
刑
さ
れ
て
首
を
切
ら
れ
て
も
、
一
人
は
小
さ
く
丸
く
口
を
開
け
(
口
の
な
か
は
空
洞
で)
、
一
人
は
口
を
閉
じ
、
な
お
生
き
て
い
る
。
生
存
し
た
か
た
ち
(
お
も
い)
が
表
れ
て
い
る
。
不
条
理
な
運
命
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
い
つ
し
か
諦
念
の
う
ち
に
、
(
生
死
を
超
え
て)
瞑
想
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
造
形
作
品
｢H
an
d
｣
(
一
九
九
八)
は
、
粘
土
を
素
材
と
し
て
石
膏
で
固
め
た
左
腕
の
彫
塑
で
、
木
の
板
に
置
か
れ
た
鉄
の
台
座
と
棒
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
表
面
は
粘
土
で
盛
り
上
げ
ら
れ
た
痕あと
の
ま
ま
で
、
黄
土
色
と
乳
濁
色
が
斑
ま
だ
ら
と
な
っ
て
い
る
。
切
り
取
ら
れ
た
節
く
れ
だ
っ
た
左
腕
が
直
立
し
、
手
の
甲
か
ら
短
く
太
い
五
本
の
指
が
広
げ
ら
れ
て
天
に
向
か
っ
て
突
き
出
さ
れ
、
極
寒
の
な
か
の
苛
酷
な
労
働
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、(
生
存
に
苛
酷
な
状
況
の
な
か
で)
逞
し
く
生
き
る
人
間
の
意
志
と
想
い
が
示
さ
れ
て
い
る
。
目
次
の
後
に
、｢
望
郷｣
(
一
九
七
〇)
と
題
し
た
造
形
作
品
(
油
彩
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス)
の
口
絵
(
白
黒)
写
真
が
あ
る
。
画
面
左
側
に
右
向
き
の
男
の
横
顔
が
｢
生
き
る
も
の｣
(
一
九
九
〇
―
九
八)
と
同
様
に
描
か
れ
、
首
か
ら
下
は
切
り
取
ら
れ
て
血
が
流
れ
、
口
は
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
が
、
眼
は
う
っ
す
ら
と
瞠ひら
か
れ
、
柔
和
な
表
情
で
あ
る
。
画
面
右
側
に
は
、
遠
近
法
で
描
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
(
レ
ー
ル
の
先
は
途
切
れ
暗
い
小
さ
な
穴
と
な
っ
て
い
る)
、
白
っ
ぽ
い
(
何
色
か
は
わ
か
ら
な
い)
布
を
頭
か
ら
足
元
ま
で
す
っ
ぽ
り
被かぶ
っ
た
人
(
男
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る)
が
今
に
も
歩
き
出
し
そ
う
に
し
て
い
る
。
望
郷
の
想
い
の
心
象
風
景
は
、
苛
酷
な
現
実
の
下
に
置
か
れ
た
男
に
と
っ
て
の
唯
一
の
安
ら
ぎ
と
救
い
か
も
し
れ
な
い
。
故
国
日
本
に
帰
還
し
た
宮
崎
進
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
生
々
し
い
記
憶
に
血
を
流
し
続
け
、
そ
の
心
象
を
絵
や
彫
塑
、
詩
に
あ
ら
わ
し
て
、
人
間
と
し
て
の
生
存
の
意
味
を
問
う
。
(
意
味
を
問
い
な
が
ら
表
現
し
、
表
現
し
な
が
ら
意
味
を
問
う
。)
宮
崎
進
は
、｢
序
章
シ
ベ
リ
ア｣
の
冒
頭
で
言
う
。
貨
車
に
詰
め
込
ま
れ
て
送
ら
れ
る
捕
虜
は
、
ま
る
で
豚
の
よ
う
に
飢
え
と
寒
さ
で
バ
タ
バ
タ
死
ん
だ
。
ど
こ
に
行
く
の
か
、
何
が
起
こ
る
の
か
解
ら
な
い
ま
ま
に
北
へ
北
へ
と
向
か
っ
て
、
レ
ー
ル
の
き
し
む
音
だ
け
が
不
安
な
恐
ろ
し
さ
を
か
き
た
て
た
。
｢
貨
車
に
詰
め
込
ま
れ
て｣
と
い
う
擬
物
法
、｢
ま
る
で
豚
の
よ
う
に｣
と
い
う
直
喩
法
、｢
バ
タ
バ
タ｣
と
い
う
音
喩
法
、｢
ど
こ
に
行
く
の
か
、
何
が
起
こ
る
の
か｣
と
い
う
対
句
法
、｢
北
へ
北
へ｣
と
い
う
畳
語
法
、｢
レ
ー
ル
の
き
し
む
音
だ
け
が
〜
か
き
た
て
た｣
と
い
う
翻
訳
語
法
(
物
主
語)
な
ど
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
人
間
扱
い
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さ
れ
て
い
な
い
理
不
尽
な
状
況
下
で
の
人
間
と
し
て
の
誇
り
や
情
緒
の
危
う
さ
、
壊
れ
や
す
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
と
植
民
地
の
崩
壊
は
、
多
く
の
人
間
を
異
国
の
原
野
に
置
き
ざ
り
に
し
た
。
野
良
犬
の
よ
う
な
生
活
は
、
や
が
て
シ
ベ
リ
ア
の
俘
虜
と
し
て
労
働
を
強
い
ら
れ
る
日
々
に
替
わ
っ
た
。
翻
訳
語
法
と
｢
野
良
犬
の
よ
う
な｣
と
い
う
直
喩
法
を
軸
と
し
た
冷
徹
な
叙
述
は
、
不
条
理
な
運
命
を
見
据
え
な
が
ら
も
、
二
つ
の
国
家
へ
の
告
発
を
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
頼
れ
る
も
の
は
何
一
つ
な
く
、
生
き
る
だ
け
の
生
き
物
と
し
て
、
次
に
や
っ
て
く
る
何
か
を
た
だ
待
つ
だ
け
だ
っ
た
。
二
十
歳
を
過
ぎ
た
ば
か
り
の
私
に
は
、
抜
け
落
ち
る
砂
の
よ
う
な
虚
し
さ
だ
け
が
ひ
ろ
が
っ
て
、
や
り
き
れ
な
い
日
々
が
続
い
た
。
人
間
と
し
て
の
主
体
性
は
喪
わ
れ
、
た
だ
受
動
的
に
生
存
す
る
だ
け
と
な
る
。
人
間
と
し
て
生
き
る
意
味
は
見
失
わ
れ
、｢
抜
け
落
ち
る
砂
の
よ
う
な｣
と
い
う
直
喩
法
で
示
さ
れ
る
虚
無
感
が
ひ
ろ
が
る
。
人
間
と
し
て
の
意
志
に
基
づ
く
前
向
き
の
(
建
設
的
な)
生
き
方
が
で
き
な
い
た
め
に
、｢
や
り
き
れ
な
い｣
想
い
に
掩おお
い
尽
く
さ
れ
る
。
そ
の
心
象
が
何
を
意
味
す
る
か
、
自
ら
問
い
か
け
、
表
現
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
ん
な
中
で
、
な
に
ゆ
え
か
絵
を
描
き
た
い
と
い
う
沸
々
と
し
た
思
い
が
、
私
の
体
の
中
に
熱
い
塊
を
つ
く
っ
た
。
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
何
か
が
私
に
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
衝
き
上
げ
て
く
る
思
い
は
、
引
き
揚
げ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
少
し
の
揺
る
ぎ
も
な
く
続
い
た
。
多
く
の
犠
牲
を
も
た
ら
し
た
こ
の
大
戦
は
、
シ
ベ
リ
ア
に
お
い
て
も
数
万
の
人
間
の
命
を
奪
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
何
の
終
着
ら
し
き
こ
と
も
な
い
ま
ま
人
間
の
記
憶
か
ら
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
如
何
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
知
る
由
も
な
い
が
、
そ
の
渦
中
に
い
た
者
の
一
人
と
し
て
、
見
聞
き
し
た
犠
牲
者
た
ち
の
叫
び
を
描
き
止
め
て
お
き
た
い
と
い
う
切
実
な
願
い
が
私
の
中
に
あ
っ
た
。
｢
〜
思
い
が
〜
つ
く
っ
た｣
｢
〜
何
か
が
〜
あ
っ
た｣
｢
〜
思
い
は
〜
続
い
た｣
｢
〜
大
戦
は
〜
奪
っ
た｣
｢
〜
こ
の
こ
と
が
〜
意
味
す
る｣
｢
〜
願
い
が
〜
あ
っ
た｣
と
翻
訳
語
法
を
畳
み
掛
け
て
、
自
ら
の
心
象
の
実
在
を
切
迫
感
を
も
っ
て
表
す
。
最
初
の
文
と
最
後
の
文
が
呼
応
し
て
、
命
を
奪
わ
れ
た
者
た
ち
の
叫
び
を
記
録
し
て
絵
に
描
こ
う
と
す
る
(
使
命
感
に
も
似
た)
切
実
な
動
機
と
情
熱
が
示
さ
れ
る
。
具
象
、
抽
象
の
別
を
超
え
、
私
の
抱
え
込
ん
だ
シ
ベ
リ
ア
を
透
過
し
て
、
そ
の
先
に
見
え
隠
れ
す
る
何
か
を
描
き
と
ど
め
よ
う
と
す
る
、
イ
メ
ー
ジ
の
造
型
化
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
麻
布
袋
(
ド
ン
ゴ
ロ
ス)
を
使
っ
た
仕
事
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
試
み
た
作
品
で
あ
る
。
人
間
本
来
の
姿
を
、
力
強
い
生
き
物
と
し
て
の
人
間
を
、
そ
の
存
在
か
ら
滲
み
出
る
何
か
を
、
画
面
の
上
に
捉
え
た
い
の
で
あ
る
。
宮
崎
進
は
、
一
九
四
五
年
終
戦
の
年
の
暮
れ
に
シ
ベ
リ
ア
の
収
容
所
に
送
ら
れ
て
か
ら
七
年
間
の
強
制
労
働
に
従
事
し
た
後
、
帰
国
し
て
か
ら
｢
眼
の
奥
に
焼
き
付
い
た
記
憶
だ
け
を
頼
り
に
し
て
作
品
を
創
っ
た｣
が
、｢
出
会
っ
た
凄
ま
じ
い
人
間
の
生
き
ざ
ま
は
美
術
の
領
域
を
は
る
か
に
超
え
て
い
て
、
ど
う
表
現
し
て
も
仕
切
れ
な
い｣
こ
と
が
｢
制
作
上
の
一
つ
の
出
発
点｣
と
な
っ
た
。
こ
の
｢
消
え
る
こ
と
の
な
い
深
い
痕
跡
を
残
し
て
い
っ
た｣
重
た
い
｢
柵
の
中
の
体
験｣
が
、
精
神
の
な
か
で
透
過
さ
れ
て
、
人
間
の
生
存
の
意
味
を
問
う
心
象
の
形
象
化
に
至
る
ま
で
、
四
十
年
間
の
歳
月
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
日
の
食
糧
は
、
三
五
〇
グ
ラ
ム
の
黒
パ
ン
と
飯
盒
一
杯
の
カ
ー
シ
ャ
(
粥)
。
こ
れ
を
三
食
に
分
け
て
食
べ
る
。
腹
の
へ
っ
た
俘
虜
は
伐
採
や
土
掘
り
や
運
搬
の
重
労
働
に
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
夜
、
飢
え
た
俘
虜
が
鉄
条
網
を
潜
り
、
糧
秣
庫
の
屋
根
か
ら
蜘
蛛
の
よ
う
に
紐
を
た
ら
し
て
穀
物
を
盗
ん
だ
。
彼
は
捕
ま
っ
て
そ
の
ま
ま
射
殺
さ
れ
た
。
ま
さ
に
生
死
の
境
を
彷
徨
さ
ま
よ
う
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
で
あ
る
。
生
存
さ
え
危
う
い
。｢
蜘
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第46号(2008年)－ 9 －
蛛
の
よ
う
に｣
と
い
う
直
喩
法
で
、
喩
え
る
も
の
は
｢
蜘
蛛｣
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
比
喩
で
、
喩
え
る
も
の
は
｢
豚｣
｢
野
良
犬｣
と
人
間
で
は
な
い
動
物
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
人
間
扱
い
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、
人
間
ら
し
い
心
を
喪
っ
て
い
る
こ
と
と
の
両
方
の
意
味
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。
俘
虜
た
ち
に
と
っ
て
、
前
者
の
状
況
に
対
し
て
後
者
に
陥
る
の
か
ど
う
か
が
、
そ
れ
ぞ
れ
問
わ
れ
て
い
る
。
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
先
の
見
え
な
い
こ
こ
で
、
生
き
る
意
味
を
失
う
こ
と
は
恐
ろ
し
い
。
何
を
し
て
も
虚
し
さ
だ
け
が
広
が
っ
て
｢
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
こ
か
ら
生
き
て
は
帰
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い｣
と
い
う
不
安
だ
け
が
黒
い
塊
の
よ
う
に
重
み
を
増
し
て
ゆ
く
。
追
い
つ
め
ら
れ
た
俘
虜
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
欲
望
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
心
の
強
さ
も
弱
さ
も
あ
か
ら
さ
ま
だ
っ
た
。
も
と
も
と
手
前
勝
手
な
人
間
の
群
れ
の
こ
と
だ
。
そ
の
様
相
は
、
他
人
と
の
葛
藤
と
い
う
よ
り
、
自
分
と
の
戦
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
｢
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
先
の
見
え
な
い｣
と
い
う
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
人
間
に
と
っ
て
、
生
き
る
希
望
や
意
欲
を
見
出
し
に
く
く
す
る
こ
と
か
。｢
〜
不
安
だ
け
が
〜
重
み
を
増
し
て
ゆ
く｣
と
い
う
翻
訳
語
法
、｢
黒
い
塊
の
よ
う
に｣
と
い
う
直
喩
法
に
よ
っ
て
、｢
虚
し
さ｣
の
な
か
の
｢
不
安｣
と
い
う
心
象
を
際
立
た
せ
る
。｢
二
十
歳
前
後
の
若
い
青
年｣
に
と
っ
て
、｢
心
の
強
さ
も
弱
さ
も
あ
か
ら
さ
ま｣
に
｢
そ
れ
ぞ
れ
の
欲
望
を
あ
ら
わ
に
す
る｣
こ
と
は
｢
他
人
と
の
葛
藤｣
を
引
き
起
こ
す
が
、
実
は
、
人
間
と
し
て
の
誇
り
を
保
ち
続
け
る
か
、
獣
に
堕お
ち
る
か
と
い
う
｢
自
分
と
の
戦
い｣
で
あ
る
。｢
手
前
勝
手
な
人
間
の
群
れ｣
と
い
う
と
き
の
｢
群
れ｣
は
動
物
的
で
あ
る
が
、
極
限
状
況
に
お
け
る
人
間
の
赤
裸
々
な
す
が
た
を
観
た
と
い
う
体
験
で
も
あ
り
、
諦
念
で
も
あ
る
。
現
代
、
人
間
も
世
界
も
大
き
く
変
わ
り
、
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
た
シ
ベ
リ
ア
の
現
実
も
、
風
化
し
て
忘
却
の
波
に
洗
わ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
何
も
な
か
っ
た
の
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
体
験
し
た
者
た
ち
は
、
た
だ
沈
黙
し
て
消
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
、
身
を
も
っ
て
経
験
し
た
者
が
沈
黙
し
て
い
る
の
は
、
決
し
て
忘
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
不
条
理
の
中
の
犠
牲
者
た
ち
の
鎮
魂
に
は
、
生
き
残
っ
た
者
に
き
ざ
す
無
常
の
思
い
を
、
か
た
ち
に
置
き
換
え
る
拠
り
ど
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宮
崎
進
が
故
国
に
帰
還
し
て
観
て
き
た
日
本
は
、
繁
栄
し
、
欲
望
を
あ
ら
わ
に
し
、
戦
争
反
対
は
免
罪
符
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
戦
争
の
体
験
者
た
ち
は
、
重
た
い
体
験
の
記
憶
の
生
々
し
さ
ゆ
え
に
、
容
易
に
語
れ
な
い
。｢
シ
ベ
リ
ア
の
現
実
も
、
風
化
し
て｣
と
い
う
隠
喩
法
、｢
忘
却
の
波
に
洗
わ
れ｣
と
い
う
翻
訳
語
法
、｢
体
験
し
た
者
た
ち
は
〜
消
え
て
い
く｣
と
い
う
擬
物
法
、｢
沈
黙
し
て
い
る
の
は
、
決
し
て
忘
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い｣
と
い
う
逆
説
法
、
畳
み
掛
け
る
疑
問
形
に
よ
る
設
疑
法
に
よ
っ
て
、
切
迫
感
を
も
っ
て
問
い
か
け
る
。
こ
の
ま
ま
時
が
経
て
ば
、
戦
争
の
犠
牲
者
た
ち
の
死
は
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
生
の
刻
印
さ
え
残
ら
な
い
の
か
。
｢
生
き
残
っ
た
者｣
に
と
っ
て
、｢
無
常
の
思
い
を
、
か
た
ち
に
置
き
換
え
る｣
と
い
う
心
象
の
形
象
化
は
、
死
者
た
ち
の
鎮
魂
の
た
め
の
義
務
で
あ
り
使
命
で
は
な
い
の
か
。私
た
ち
が
生
き
続
け
る
限
り
、
六
十
年
前
の
あ
の
時
間
は
、
人
の
血
液
の
よ
う
に
体
内
を
循
環
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
戦
争
や
敗
戦
に
よ
る
俘
虜
の
生
活
が
、
一
人
ひ
と
り
の
内
部
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
。
た
だ
、
流
れ
て
ゆ
く
、
通
り
過
ぎ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
で
終
わ
る
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
生
き
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
｢
あ
の
時
間
は
〜
体
内
を
循
環
し
続
け
る｣
と
い
う
隠
喩
法
、｢
人
の
血
液
の
よ
う
に｣
と
い
う
直
喩
法
、｢
戦
争
や
敗
戦
に
よ
る
俘
虜
の
生
活
が
〜
何
を
も
た
ら
し
た
か｣
と
う
翻
訳
語
法
、｢
内
部
に
も
た
ら
し
た
(
も
の
が)
〜
生
き
て
い
く｣
と
い
う
活
喩
法
に
よ
っ
て
、
精
神
の
肉
体
化
あ
る
い
は
肉
体
の
精
神
化
と
も
い
う
べ
き
｢
生
き
残
っ
た
者
に
き
ざ
す
無
常
の
思
い｣
に
よ
っ
て
、
生
存
の
意
味
を
繰
り
返
し
問
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
宮
崎
進
に
と
っ
て
、｢
絵
を
描
く｣
こ
と
は
、
人
間
の
生
存
の
意
味
へ
の
問
い
だ
け
で
な
く
、｢
あ
の
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
の
土
の
下
に
眠
る
、
名
も
な
き
多
く
の
死
者
た
ち
の
魂
の
鎮
め｣
と
い
う
使
命
で
も
あ
る
。
｢
Ⅰ
鳥
に
な
り
た
い｣
と
い
う
第
一
章
の
冒
頭
に
、『
冬
の
鳥』
と
題
す
る
詩
を
掲
げ
、
そ
の
見
開
き
の
左
の
頁
に
、｢
冬
の
鳥
W
in
ter
B
ird｣
(
一
九
九
三)
と
題
河原修一：生存の意味と表現 － 10 －
す
る
造
形
作
品
(
絵)
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
題
名
と
内
容
か
ら
し
て
、
詩
と
絵
と
合
せ
て
一
つ
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
つ
か
、
地
の
果
て
の
地
獄
の
風
景
を
こ
の
眼
で
見
た
か
っ
た
。
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
か
ら
だ
っ
た
か
。
壮
絶
な
空
は
ま
す
ま
す
遠
く
に
あ
っ
て
、
大
き
な
鳥
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
羽
を
ひ
ろ
げ
て
漂
う
。
こ
れ
は
私
の
中
の
鳥
な
の
だ
。
記
憶
の
な
か
の
或
る
冬
の
シ
ベ
リ
ア
の
空
を
飛
ぶ
大
き
な
鳥
が
、
作
者
自
身
の
心
境
と
呼
応
し
て
甦
よ
み
が
える
。
二
十
歳
過
ぎ
の
人
生
の
春
な
の
に
、
こ
の
境
涯
は
冬
で
あ
る
。
見
上
げ
る
と
、
シ
ベ
リ
ア
の
空
に
鳥
が
漂
う
。
そ
の
鳥
も
寒
そ
う
に
羽
を
震
わ
せ
て
い
る
。
飢
え
て
窶やつ
れ
て
羽
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
見
え
る
。
鳥
に
と
っ
て
、
こ
の
シ
ベ
リ
ア
の
空
は
寒
々
と
し
て
厳
し
く
、
ど
こ
ま
で
飛
ん
で
も
虚
ろ
で
、
何
も
得
ら
れ
る
も
の
が
な
く
、
孤
独
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
羽
を
ひ
ろ
げ
て
、
ど
こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
鳥
を
じ
っ
と
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
す
が
た
に
見
え
て
く
る
。
果
て
し
な
く
続
く
空
を
飛
ん
で
、
こ
の
地
の
果
て
に
地
獄
の
風
景
を
視
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
現
に
視
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
か
ら
さ
ま
な
欲
望
の

き
出
し
に
な
る
人
間
の
心
模
様
と
い
う
地
獄
の
風
景
で
あ
る
。
こ
の
シ
ベ
リ
ア
の
地
で
生
き
て
い
く
生
き
も
の
と
し
て
共
有
す
る
極
寒
の
風
景
が
あ
る
。
空
虚
な
心
の
な
か
で
無
意
識
に
共
感
す
る
も
の
が
あ
る
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
運
命
を
共
感
す
る
。
心
象
風
景
の
な
か
の
｢
鳥｣
は
象
徴
(
す
る
も
の)
で
あ
り
、
象
徴
さ
れ
る
も
の
は
、
不
条
理
な
運
命
に
晒さら
さ
れ
る
孤
独
な
魂
で
あ
る
。｢
空｣
に
よ
っ
て
、
生
き
る
場
(
生
き
る
目
的)
の
空
虚
さ
、
こ
の
世
の
運
命
の
定
め
な
さ
が
象
徴
さ
れ
る
。｢
羽｣
に
よ
っ
て
、
生
き
る
手
立
て
、
あ
る
い
は
生
き
る
意
志
が
象
徴
さ
れ
る
。｢
ぼ
ろ
ぼ
ろ｣
と
い
う
音
喩
に
よ
っ
て
、
身
も
心
も
魂
も
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
さ
ま
、
不
完
全
な
さ
ま
が
喩
え
ら
れ
る
。
｢
冬
の
鳥
W
in
ter
B
ird
｣
(
一
九
九
三)
と
題
す
る
絵
が
先
に
描
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
作
品
を
描
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
描
き
上
げ
た
後
で
、
自
ら
の
想
い
を
詩
の
か
た
ち
に
表
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
板
の
上
に
貼
ら
れ
た
麻
布
袋
と
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
の
素
材
の
地
味
な
褐
色
と
か
す
か
な
イ
ン
ジ
ゴ
の
組
合
せ
と
、
そ
の
上
に
垂
ら
さ
れ
た
白
色
が
抽
象
的
な
画
面
を
構
成
す
る
。
そ
の
中
程
や
や
下
方
に
、
よ
く
視
れ
ば
、
白
っ
ぽ
い
黄
土
色
に
縁
取
ら
れ
て
、
か
す
か
な
イ
ン
ジ
ゴ
が
翼
を
ひ
ろ
げ
た
鳥
の
か
た
ち
と
な
っ
て
浮
か
び
上
が
る
。
す
る
と
、
左
下
の
褐
色
の
ド
ン
ゴ
ロ
ス
は
岩
肌
に
も
見
え
て
く
る
。
鳥
は
シ
ベ
リ
ア
の
渾
然
と
し
た
大
地
と
空
の
上
を
漂
い
な
が
ら
、
飛
ん
で
い
る
。
次
の
見
開
き
の
右
頁
に
、｢
習
作
男
の
顔｣
(
一
九
九
五)
と
題
す
る
造
形
作
品
(
彫
塑)
の
白
黒
写
真
が
載
せ
ら
れ
、
左
頁
に
短
い
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
か
ら
し
て
、
彫
塑
と
短
文
と
合
せ
て
一
つ
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
｢
習
作
男
の
顔｣
(
一
九
九
五)
と
題
す
る
彫
塑
が
先
に
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
油
土
に
よ
る
彫
塑
で
、
凹
凸
の
あ
る
台
の
上
に
、
頭
髪
の
な
い
丸
い
大
き
な
男
の
顔
だ
け
が
、
ど
っ
し
り
と
球
体
の
よ
う
に
据す
え
ら
れ
て
い
る
。
表
面
は
粗
く
盛
り
上
げ
ら
れ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
罅ひび
割
れ
た
よ
う
に
隙
間
が
空
き
、
傷
だ
ら
け
の
顔
に
な
っ
て
い
る
。
拷
問
を
受
け
た
か
の
よ
う
に
目ま
蓋ぶた
が
垂
れ
下
が
っ
て
、
眼
を
瞑つむ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
片
目
(
左
目)
だ
け
う
っ
す
ら
と
開
け
、
瞳
を
鋭
く
内
側
に
寄
せ
て
、
多
く
の
敵
味
方
の
人
達
の
死
を
、
運
命
の
不
条
理
を
、
人
間
の
心
の
な
か
を
、
凝
視
し
て
い
る
。
口
も
閉
じ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
下
唇
が
厚
く
腫は
れ
、
斜
め
に
う
っ
す
ら
開
け
て
、
何
か
言
い
た
そ
う
に
し
て
い
る
。
男
の
顔
は
、
そ
の
ま
ま
作
者
自
身
の
傷
つ
き
な
が
ら
生
存
の
意
味
を
問
う
魂
の
す
が
た
で
あ
る
。
｢
何
を
す
る
べ
き
人
間
な
の
か｣
、
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど
こ
の
問
い
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
き
た
。
｢
自
分
を
知
り
た
い｣
と
い
う
、
答
え
う
る
は
ず
も
な
い
欲
求
で
あ
る
。
何
も
な
い
た
だ
の
空
間
に
漂
う
、
い
つ
か
消
え
て
い
く
こ
の
は
か
な
い
存
在
に
つ
い
て
、
い
つ
も
、
ど
こ
か
で
｢
自
分
を
知
り
た
い｣
。
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私
は
何
を
す
る
べ
き
人
間
な
の
か
、
こ
の
問
い
が
私
の
出
発
点
と
し
て
す
べ
て
の
は
じ
め
に
あ
っ
た
。
多
く
の
人
達
の
非
業
の
死
を
目
の
当
た
り
に
視
て
来
て
、
奇
跡
的
に
生
き
長
ら
え
た
作
者
は
、
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か
、
自
分
と
は
何
か
と
問
い
続
け
、
絵
や
彫
塑
に
表
現
し
、
表
現
し
な
が
ら
問
う
。
あ
の
シ
ベ
リ
ア
の
空
の
よ
う
な
虚こ
空くう
に
生
き
る
こ
の
無
常
の
存
在
で
あ
る
自
分
が
生
存
す
る
意
味
を
問
い
、
答
の
な
い
答
を
模
索
す
る
。
生
存
の
意
味
を
問
い
、
答
を
模
索
す
る
心
象
(
こ
こ
ろ
の
か
た
ち)
は
、
そ
の
ま
ま
生
存
す
る
自
分
の
い
の
ち
の
か
た
ち
で
あ
り
、
絵
や
彫
塑
、
詩
に
か
た
ち
に
あ
ら
わ
す
。
日
本
に
帰
還
し
て
後
の
生
の
出
発
点
と
し
て
、
こ
の
問
い
が
あ
っ
た
。
｢
漂
う｣
と
い
う
こ
と
ば
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
、
前
の
詩
か
ら
こ
の
短
文
、
次
頁
の
短
文
へ
と
主
題
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
自
分
で
自
分
の
生
存
の
意
味
が
見
出
せ
な
い
ま
ま
、
存
在
の
場
の
意
味
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
た
だ
受
身
で
現
象
に
押
し
流
さ
れ
て
い
く
と
い
う
想
い
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。
次
の
見
開
き
の
右
頁
に
短
い
文
章
が
記
さ
れ
、
左
頁
に
、｢
漂
う
心
の
風
景｣
(
一
九
九
四)
と
題
す
る
造
形
作
品
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
か
ら
し
て
、
短
文
と
造
形
作
品
と
合
せ
て
一
つ
の
表
現
で
あ
り
、
今
ま
で
の
作
品
か
ら
つ
な
が
る
一
連
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
私
が
私
で
あ
り
た
い
と
思
う
と
き
、
す
べ
て
を
捨
て
孤
独
を
求
め
る
。
は
る
か
な
空
や
、
海
原
を
漂
う
鳥
に
な
り
た
い
。
虚
空
に
浮
遊
し
て
い
た
い
の
で
あ
る
。
自
分
と
は
何
か
と
問
う
と
き
、
す
べ
て
の
社
会
的
な
役
割
や
職
業
、
立
場
、
人
間
関
係
、
そ
れ
ら
に
関
わ
る
誇
り
や
拘
か
か
わ
り
な
ど
の
思
い
を
捨
て
て
、
孤
独
を
求
め
、
本
来
の
自
分
(
裸
の
自
分)
に
立
ち
還
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、｢
漂
う｣
と
い
う
こ
と
ば
に
、
前
頁
と
は
違
っ
て
、
あ
え
て
世
間
の
桎しっ
梏こく
か
ら
解
き
放
た
れ
る
と
い
う
積
極
的
な
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。｢
虚
空｣
と
い
う
こ
と
ば
に
も
、
た
だ
虚うつ
ろ
な
空
間
で
は
な
く
、
何
も
な
い
こ
と
に
よ
る
可
能
性
と
い
う
積
極
的
な
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
心
象
風
景
の
な
か
の
｢
鳥｣
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
桎
梏
か
ら
解
き
放
た
れ
て
自
由
な
境
涯
を
求
め
る
孤
独
な
魂
が
象
徴
さ
れ
る
。｢
空｣
に
よ
っ
て
、
生
き
る
場
(
生
き
る
目
的)
の
桎
梏
の
な
い
自
由
な
選
択
の
可
能
性
が
象
徴
さ
れ
る
。
仏
教
で
は
、｢
虚
空｣
は
梵
語
ア
ー
カ
ー
シ
ャ
の
訳
語
と
し
て
、
一
切
の
現
象
的
存
在
の
存
在
す
る
場
、
さ
わ
る
こ
と
な
く
さ
え
ぎ
ら
れ
る
こ
と
な
く
広
大
に
し
て
一
物
も
な
い
場
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
注
８)
。
人
間
に
は
知
覚
で
き
な
い
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
充
満
す
る
場
で
あ
る
。『
法
句
経』
で
は
、｢
虚
空
を
飛
ぶ
鳥｣
に
よ
っ
て
、
一いち
途ず
に
悟
り
を
求
め
る
修
行
者
が
象
徴
さ
れ
る
。
造
形
作
品
｢
漂
う
心
の
風
景｣
(
一
九
九
四)
は
、
板
に
麻
布
袋
(
ド
ン
ゴ
ロ
ス)
と
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
が
貼
り
付
け
ら
れ
、
そ
の
上
か
ら
淡
い
イ
ン
ジ
ゴ
や
濃
い
イ
ン
ジ
ゴ
で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
塗
り
残
さ
れ
て
、
麻
布
の
地
肌
が
目
の
粗
い
薄
い
褐
色
の
布
地
の
ま
ま
、
覗
い
て
い
る
。
麻
布
が
皺しわ
寄
っ
た
り
、

ま
く
れ
上
が
っ
た
り
、
画
面
か
ら
飛
び
出
し
た
り
し
て
、
雑
巾
の
継つ
ぎ
接は
ぎ
の
よ
う
な
マ
チ
エ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
画
面
全
体
が
青
く
濃
淡
を
な
し
、
裂
け
目
の
よ
う
な
黄
土
色
が
覗
き
、
複
雑
で
抽
象
的
な
模
様
と
な
っ
て
い
る
。
人
の
す
が
た
は
な
く
、
心
の
す
が
た
も
な
く
、
た
だ
心
の
断
片
の
つ
ぎ
は
ぎ
と
な
っ
て
、
空
や
海
原
や
か
す
か
に
覗
く
山
脈
の
よ
う
な
大
地
と
一
体
化
し
て
い
る
。
次
の
見
開
き
の
右
頁
に
短
い
文
章
が
記
さ
れ
、
左
頁
に
、｢
漂
う｣
(
二
〇
〇
六)
と
題
す
る
造
形
作
品
(
絵)
の
白
黒
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
か
ら
し
て
、
短
文
と
造
形
作
品
と
合
せ
て
一
つ
の
表
現
で
あ
り
、
今
ま
で
の
作
品
か
ら
つ
な
が
る
｢
冬
の
鳥｣
と
題
す
る
一
連
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。｢
漂
う｣
と
い
う
こ
と
ば
が
、
短
文
中
に
も
用
い
ら
れ
、
造
形
作
品
の
表
題
に
も
な
っ
て
い
る
。
何
も
な
い
泥
と
石
こ
ろ
の
荒
れ
地
。
私
は
こ
の
無
限
に
ひ
ろ
が
る
荒
野
の
眺
め
が
好
き
だ
っ
た
。
何
故
か
自
分
に
も
解
ら
な
い
が
、
こ
の
空
間
を
漂
う
こ
と
で
、
私
が
私
自
身
に
な
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
人
の
心
を
惑
わ
す
文
明
の
夾
き
ょ
う
雑ざつ
物ぶつ
が
何
も
な
い
こ
と
に
よ
る
存
在
の
原
点
へ
の
立
ち
還
り
と
新
た
な
生
の
可
能
性
が
あ
る
。
惑
わ
す
も
の
か
ら
解
き
放
た
れ
て
｢
こ
の
空
間
を
漂
う｣
こ
と
で
、
自
分
と
は
何
か
を
問
い
、
答
を
自
分
な
り
に
模
索
す
る
。
問
い
と
河原修一：生存の意味と表現 － 12 －
答
が
一
体
化
す
る
。｢
こ
の
空
間｣
は
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
(
荒
れ
地
、
荒
野)
で
あ
る
と
も
に
、
前
々
頁
の
｢
空｣
｢
虚
空｣
で
も
あ
る
(
象
徴
に
な
っ
て
い
る)
。
造
形
作
品
｢
漂
う｣
(
二
〇
〇
六)
は
、
板
に
麻
布
袋
(
ド
ン
ゴ
ロ
ス)
と
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
が
貼
り
付
け
ら
れ
、
抽
象
的
な
模
様
が
画
面
一
杯
に
ひ
ろ
が
る
(
色
は
わ
か
ら
な
い)
。
泥
と
石
こ
ろ
以
外
は
何
も
な
い
荒
れ
地
(
荒
野)
の
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
を
思
わ
せ
る
。
人
の
す
が
た
、
魔
物
の
す
が
た
、
仏
の
す
が
た
、
心
の
す
が
た
が
泛うか
ん
で
く
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
こ
の
詩
画
集
の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
序
章
私
の
シ
ベ
リ
ア
Ⅰ
鳥
に
な
り
た
い
冬
の
鳥
／
鳥
の
よ
う
に
／
原
点
／
灰
色
の
壁
／
冬
の
森
／
M
em
ory
of
E
arth
大
地
の
記
憶
Ⅱ
歓
喜
の
歌
―
記
憶
の
大
地
か
ら
冬
の
光
／
風
に
吹
か
れ
て
／
私
の
原
風
景
／
ア
ム
ー
ル
／
シ
ベ
リ
ア
の
春
／
精
霊
の
踊
り
／
五
月
の
空
Ⅲ
シ
ベ
リ
ア
死
の
家
の
記
録
投
降
／
塩
の
こ
と
／
白
い
荒
地
／
毒
草
あ
る
軍
曹
の
死
／
ヤ
ブ
ロ
ノ
イ
俘
虜
の
死
／
手
紙
／
ラ
ー
ゲ
リ
の
壁
／
逃
亡
者
／
俘
虜
／
ラ
ー
ゲ
リ
／
あ
る
朝
あ
と
が
き
後
に
続
く
表
現
と
意
味
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
。
注
(
注
１)
プ
ラ
ト
ン
は
、｢
赤｣
｢
美｣
な
ど
を
、
イ
デ
ア
(
直
観
的
観
念)
に
よ
る
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
。
(
注
２)
河
原
修
一
(
二
〇
〇
六)
参
照
。
(
注
３)
河
原
修
一
(
二
〇
〇
六)
参
照
。
(
注
４)
河
原
修
一
(
一
九
九
八)
参
照
。
(
注
５)
諸
橋
轍
次
ほ
か
(
一
九
八
一)
参
照
。
(
注
６)
金
田
一
春
彦
ほ
か
(
一
九
七
二)
参
照
。
(
注
７)
大
野
晋
ほ
か
(
一
九
七
四)
参
照
。
(
注
８)
岩
本
裕
(
一
九
八
八)
参
照
。
基
礎
資
料
宮
崎
進
(
二
〇
〇
七)
『
鳥
の
よ
う
に
―
シ
ベ
リ
ア
記
憶
の
大
地』
岩
波
書
店
参
考
文
献
１
河
原
修
一
(
二
〇
〇
六)
｢
存
在
表
現
と
し
て
の
｢
あ
る｣
と
｢
い
る｣｣
『
島
根
国
語
国
文』
第
十
三
号
２
河
原
修
一
(
一
九
九
八)
｢
や
ま
と
こ
と
ば
に
み
る
認
識
の
あ
り
方｣
『
島
根
国
語
国
文』
第
九
号
３
諸
橋
轍
次
ほ
か
(
一
九
八
一)
『
廣
漢
和
辞
典』
大
修
館
書
店
４
金
田
一
春
彦
ほ
か
(
一
九
七
二)
『
日
本
国
語
大
辞
典』
小
学
館
５
大
野
晋
ほ
か
(
一
九
七
四)
『
岩
波
古
語
辞
典』
岩
波
書
店
６
岩
本
裕
(
一
九
八
八)
『
日
本
佛
教
語
辞
典』
平
凡
社
(
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
受
理)
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